
　
国
公
一
般
は
９
月
25
日
、
雇
用
を
め
ぐ

る
紛
争
の
現
状
と
労
働
法
制
の
学
習
会
を

開
き
、
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
国
公
一
般
の
顧
問
弁
護
士
の
今
泉
義
竜

氏
（
東
京
法
律
事
務
所
）
が
講
師
を
務
め
、

正
規
労
働
者
に
対
す
る
攻
撃
や
労
働
契
約

法
改
正
の
問
題
点
、
派
遣
労
働
の
諸
問
題

に
つ
い
て
解
説
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
事
件
、

退
職
強
要
と
Ｐ
Ｉ
Ｐ
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

イ
ン
プ
ル
ー
ブ
メ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
＝
業
績

改
善
計
画
）
な
ど
乱
暴
な
解
雇
の
実
態
と
、

法
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

　
今
泉
弁
護
士
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
ブ
ル
ー
ム

バ
ー
グ
裁
判
事
例
を
リ
ア
ル
に
分
析
し
な

が
ら
、「
整
理
解
雇
４
要
件
の
骨
抜
き
や
、

非
正
規
労
働
者
を
さ
ら
な
る
無
権
利
状
態

に
追
い
詰
め
る
有
期
労
働
契
約
法
改
悪
な

ど
財
界
・
大
企
業
の
攻
撃
が
強
ま
っ
て
い

る
。
今
こ
そ
労
働
組
合
と
し
て
運
動
を
強

め
よ
う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
の
状
況
や
悩
み
を
出
し
合

い
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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●職場に組合がなくても、正職員に限らず、非常勤・派遣・請負職員の方も､いつでも、１人でも入れる労働組合です

国家公務員一般労働組合

（１）

霞が関
 メモ

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
４
万
人
を
は
じ

め
Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
ソ
ニ

ー
、
リ
コ
ー
、
シ
ャ

ー
プ
な
ど
の
大
企

業
を
中
心
に
13
万

人
規
模
の
リ
ス
ト

ラ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ト

ラ
計
画
は
、
全
国
各
地
の
工
場
を
廃
止
・

縮
小
す
る
も
の
▲
電
気
大
企
業
は
、
デ

ジ
タ
ル
家
電
や
半
導
体
で
の
収
益
悪
化

で
「
経
営
危
機
」
を
あ
お
り
立
て
る
が
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
３
兆
３
千
億
円
超
を

は
じ
め
、
電
機
大
企
業
主
要
19
社
の
内

部
留
保
は
あ
わ
せ
て
26
兆
円
に
も
の
ぼ

る
▲
デ
フ
レ
不
況
が
深
刻
な
も
と
で
の

リ
ス
ト
ラ
で
は
地
域
経
済
は
立
ち
行
か

な
い
。
株
主
配
当
や
役
員
報
酬
で
は
な

く
、
労
働
者
の
雇
用
や
地
域
経
済
に
貢

献
す
る
こ
と
が
大
企
業
の
社
会
的
責
任

で
は
な
い
の
か
▲
大
企
業
の
横
暴
を
規

制
し
、
労
働
者
の
権
利
と
地
域
経
済
を

守
る
こ
と
は
国
の
責
任
だ
。
そ
の
国
の

政
策
に
よ
っ
て
５
２
５
人
も
の
旧
社
保

庁
職
員
が
解
雇
さ
れ
て
２
年
10
か
月
。

社
保
庁
か
ら
年
金
業
務
を
引
き
継
い
だ

日
本
年
金
機
構
の
業
務
運
営
の
混
乱
は

い
ま
も
続
い
て
い
る
▲
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
な
く
し
て
、
企
業
経
営
の
継
続

も
、
社
会
の
安
心
・
安
全
も
あ
り
得
な
い
。

労
働
者
の
権
利
が
守
ら
れ
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
も
、
働
く
者
の
声
が
届
く

政
治
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

悩まずに、あきらめずに

さあ、国公一般へ

乱
暴
な
解
雇
許
さ
な
い
労
働
組
合
の
力
強
め
よ
う

今泉弁護士（写真奥中央）の手がける裁判事例と労働法
制の問題点についての話を熱心に聞く国公一般の仲間

　
本
府
省
で
働
く
者
で
組
織
す
る
霞
国
公

は
毎
年
３
月
に
、
前
年
１
年
間
の
残
業
実

態
を
調
査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。
20
回
目
と
な
っ
た
今
年
の
残

業
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
９
月
12
日

に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
10
府
省
の

２
５
８
２
名
、
本
府
省
で
働
く
一
般
職
員

約
３
万
４
０
０
０
名
の
約
７
・
５
％
に
あ

た
る
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
月
平
均
残
業

時
間
は
、
38
・
３
時
間
と
昨
年
比
３
・
２
時

間
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
前
ま
で

は
、
漸
次
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
昨

年
・
今
年
と
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
業
務
へ

の
対
応
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
残
業
の
最
も
大
き
な
要
因
に
つ
い
て
は
、

「
業
務
量
が
多
い
た
め
（
人
員
不
足
）
」
62
・

０
％
、「
人
員
配
置
が
不
適
切
な
た
め
」
31

・
０
％
、「
国
会
対
応
」
29
・
７
％
の
順
番
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
連
年
に
わ
た
る
定
員
削
減
に
よ
り
業
務

に
応
じ
た
人
員
配
置
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
最
も
大
き
な
要
因
と
言
え
ま
す
。

　
本
府
省
の
長
時
間
過
密
労
働
の
改
善
は

困
難
は
あ
っ
て
も
切
実
な
課
題
で
す
。
人

間
ら
し
く
働
く
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
た
め

に
も
、
国
公
一
般
に
加
入
し
て
一
緒
に
と

り
く
み
ま
し
ょ
う
（
次
号
以
降
も
引
き
続

き
残
業
実
態
を
掲
載
し
ま
す
）
。

霞
が
関
残
業
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
①

震
災
対
応
や
人
員
不
足
で
残
業
時
間
増
加



　
国
立
病
院
が
独
立
行
政
法
人
に
移
行

し
た
２
０
０
４
年
４
月
に
、
国
立
病
院
機

構
が
、
①
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
な
ど
の
賃
金

を
大
幅
切
り
下
げ
、
②
賃
金
職
員
の
い
っ

せ
い
「
雇
止
め
」
、
③
院
内
保
育
所
の
一
括

業
者
委
託
を
強
行
し
た
こ
と
の
撤
回
を

求
め
る
「
全
医
労
不
利
益
・
雇
止
め
是
正

裁
判
」
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
は
９
月
20

日
、
私
た
ち
の
「
上
告
を
棄
却
す
る
」
不
当

判
決
を
下
し
ま
し
た
。

　
医
療
現
場
の
き
び
し
い
実
態
に
一
度

も
目
を
向
け
る
こ
と
な
く
、
形
式
論
だ
け

で
判
断
し
た
不
当
判
決
で
あ
り
、
断
じ
て

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最
高
裁
判
決

に
つ
い
て
、
全
医
労
は
以
下
の
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
件
は
、
２
０
０
４
年
、
国
立
病

院
が
特
定
独
立
行
政
法
人
に
移
行
す
る

に
あ
た
っ
て
、
他
の
行
政
機
関
の
独
立
行

政
法
人
化
と
異
な
り
、
中
高
年
一
般
職
員

の
大
幅
な
賃
金
・
労
働
条
件
の
引
き
下
げ

と
長
年
に
わ
た
っ
て
定
員
職
員
と
同
一

の
職
務
を
遂
行
し
な
が
ら
も
総
定
員
法

に

よ

る

定

員

管

理

に

よ

っ

て

常

勤

的

非

常

勤

職

員

と

さ
れ
た
「
賃
金

職
員
」
を
雇
止
め
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

全
国
か
ら
原
告
団
を
選
出
し
、
２
０
０
４

年
７
月
28
日
の
東
京
地
裁
へ
の
提
訴
以

来
８
年
間
た
た
か
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
と
り
わ
け
、
賃
金
職
員
の
雇
止
め
に
関

し
て
は
、
２
０
０
４
年
４
月
１
日
の
独
立

行
政
法
人
に
移
行
し
て
も
、
そ
の
職
務
や

責
任
等
に
何
ら
の
変
更
が
な
い
こ
と
を

東
京
高
等
裁
判
所
で
も
認
定
し
な
が
ら
、

従
来
と
同
様
の
賃
金
・
労
働
条
件
で
非
常

勤
職
員
と
し
て
働
き
続
け
る
期
待
権
を
、

合
理
的
な
根
拠
も
な
く
否
定
し
ま
し
た
。

最
高
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
違
憲
性
・

違
法
性
に
関
し
て
も
、
全
く
無
視
し
た
も

の
で
す
。

　
全
医
労
は
、
こ
れ
ま
で
不
利
益
・
雇
止

め
是
正
裁
判
闘
争
と
結
合
し
て
職
員
の

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
め
ざ
す
要
求
闘

争
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
賃
金
職
員
の
雇
止
め
に
反
対
す
る
た

た
か
い
は
、
①
国
立
病
院
機
構
に
お
け
る

３
年
（
看
護
師
は
５
年
）
雇
用
を
突
破
し
、

基
本
的
に
非
常
勤
職
員
の
雇
用
継
続
を

勝
ち
取
っ
た
、
②
中
野
保
育
所
の
非
常
勤

職
員
雇
止
め
問
題
で
の
裁
判
勝
利
を
は

じ
め
と
す
る
公
務
に
お
け
る
非
常
勤
職

員
の
雇
止
め
問
題
で
の
前
進
に
貢
献
し

た
、
③
国
公
労
連
各
単
組
の
非
常
勤
職
員

の
組
織
化
を
前
進
さ
せ
た
、
④
国
の
職
場

で
働
く
常
勤
的
非
常
勤
職
員
の
「
期
間
業

務
職
員
制
度
」
創
設
に
よ
り
、
退
職
金
の

通
算
や
共
済
組
合
へ
の
加
入
に
道
を
開

き
ま
し
た
。

　
中
高
年
一
般
職
員
の
賃
下
げ
に
つ
い

て
は
、
公
務
員
賃
金
が
引
き
下
げ
傾
向
に

あ
る
中
で
国
立
病
院
機
構
職
員
に
働
く

中
高
年
一
般
職
員
の
さ
ら
な
る
賃
金
引

下
げ
を
許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
国
立
病
院
機
構
と
各
高
度
専

門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
国
家

公
務
員
に
準
じ
た
平
均
７
・
８
％
の
賃
金

引
き
下
げ
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
に
も

影
響
を
与
え
る
な
ど
、
こ
の
不
利
益
・
雇

止
め
是
正
裁
判
は
、
要
求
前
進
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
社
会
保
険
庁
職
員
の
分
限
免
職

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
組
織
移
行
に
伴

う
解
雇
・
労
働
条
件
引
き
下
げ
に
反
対
す

る
た
た
か
い
や
公
務
員
制
度
改
革
を
は

じ
め
と
す
る
公
務
に
働
く
職
員
の
権
利

回
復
の
た
た
か
い
、
非
常
勤
職
員
の
賃
金
・

労
働
条
件
改
善
や
公
契
約
運
動
の
た
た

か
い
に
結
集
し
て
た
た
か
っ
て
い
き
ま

す
。
　
　
（
全
日
本
国
立
医
療
労
働
組
合
）

全
医
労
不
利
益
・
雇
止
め
是
正
裁
判

最
高
裁
が「
上
告
棄
却
」の
不
当
判
決

●こっかこうむいんいっぱんろうどうくみあい （２）

裁
判
闘
争
と
結
合
し
賃
金
・
労
働
条
件
を
改
善

全
医
労

　
国
や
自
治
体
で
働
く
非
常
勤
公

務
員
の
問
題
に
つ
い
て
の
交
流
を

図
る
「
な
く
そ
う
！
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
第
４
回
反
貧
困
集
会
」
が
９

月
16
日
に
東
京
都
内
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
集
会
で
は
、
国
や
自
治
体
、
国
の

業
務
に
関
連
し
て
働
く
民
間
労
働

者
な
ど
か
ら
報
告
が
あ
り
、
各
職
場

の
現
状
に
つ
い
て
交
流
を
図
り
ま

し
た
。

　
国
公
一
般
も
報
告
を
行
い
、「
非

常
勤
職
員
は
、
正
規
職
員
の
３
人
に

１
人
の
割
合
に
ま
で
拡
大
し
、
非
常

勤
職
員
の
存
在
な
く
し
て
国
の
業

務
は
成
り
立
た
な
い
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
こ
の
間
の
期
間
業
務
職
員

制
度
の
新
設
な
ど
非
常
勤
職
員
の

労
働
条
件
改
善
に
関
す
る
経
過
と

問
題
点
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
期
間
業
務
職
員
制
度
が
導
入

さ
れ
て
か
ら
今
年
度
末
が
３
年
目

と
な
る
こ
と
か
ら
、
３
年
雇
い
止
め

を
許
さ
な
い
と
り
く
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
な
ど
を
発
言
し
ま
し
た
。

　
本
府
省
の
警
備
業
務
に
従
事
す

る
労
働
者
は
、「
低
価
格
の
落
札
に

よ
り
、
賃
金
が
下
が
り
続
け
て
い
る
」

と
述
べ
、
公
契
約
の
必
要
性
に
つ
い

て
発
言
し
ま
し
た
。

なくそう！
▲「非常勤職員の雇止め
は許さない」と発言する
国公一般の花岡書記長
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